
国
境
と〝
く
に
ざ
か
い
〞

―
海
と
島
か
ら
古
代
の〈
国
境
〉を
視
れ
ば
―

菅
田
正
昭
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わ
が
国
は
南
北
に
長
く
連
な
る
弧
状
列
島
だ
か
ら
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
位
置
す
る
諸
国
の

ご
と
く
、
国
境
線
の
ゲ
ー
ト
の
よ
う
な
、
具
体
的
に
目
に
見
え
る
形

で
の
国
境
線
を
有
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
陸
の
諸
国
家
に
お

い
て
も
、
特
別
な
場
所
を
除
い
て
原
則
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
国
境
線

が
目
に
視
え
る
形
で
敷
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
国

境
ゲ
ー
ト
と
か
、
あ
る
い
は
侵
入
防
止
の
塀
や
鉄
条
網
な
ど
の
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ト
ー
チ
カ
と
か
、
明
確
な
軍
事
的
目
的
を
持
っ
た
防

御
陣
地
や
、
兵
舎
を
設
置
し
た
国
境
警
備
隊
を
配
備
し
て
い
る
国
境

線
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、《
島
国
》
日
本
は
、
そ
の
よ
う
な
物
々
し
い
形
で
の
、

目
に
視
え
る
構
造
物
と
一
体
と
な
っ
た
国
境
線
は
存
在
し
な
い
。
海

岸
線
の
沖
合
い
の
、「
荒
潮
の
潮
の
八
百
道

や

ほ

じ

の
八や

潮し
ほ

道じ

の
潮
の
八や

百ほ

会あ
ひ

」（『
大
祓
詞

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば』）
の
ど
こ
か
に
〈
国
境
線
〉
を
想
定
し
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
も
う
、
そ
こ
は
、
日
本
人
の
深
層
心
理
で
は
、
充
分
す
ぎ

る
ほ
ど
〈
常
世

と
こ
よ

〉
と
か
〈
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
〉
へ
の
入
口
な
の
で
あ
る
。

領
海
の
先
の
、
接
続
水
域
と
か
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
連
な
る
排
他
的

海
と
島
の
日
本
・
Ⅴ

特
集

《
島
国
》
に
住
む
日
本
人
に
〝
国
境
〞
意
識
は
な
ぜ
乏
し
い
の
か
。
前
近
代
に
お
け
る
地
方
行

政
区
画
の
〝
く
に
ざ
か
い
〞
や
、
同
一
文
化
圏
と
し
て
の
河
川
流
域
、
河
口
域
に
存
在
し
て
い

た
島
々
の
考
察
を
と
お
し
て
、
常
世
や
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と
い
っ
た
海
上
の
視
え
な
い
国
境
の
存

在
を
含
め
た
日
本
人
の
〝
国
境
〞
観
を
問
い
直
す
。

コ

ッ

キ

ョ

ウ

複
雑
に
入
り
組
む
武
蔵
国
と
相
模
国
と
の

〝
く
に
ざ
か
い
〞
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経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
と
の
間
に
引
か
れ
て
い
る
は
ず
の
線
が
視
え

る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
人
に
〈
国
境
〉
意
識
が
乏
し
い
理

由
は
、
そ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
こ
で
、《
島
国
》
日
本
の
〈
国
境
〉
観
を
考
え
て
い
く
前
に
、

国
境
を
〝
コ
ッ
キ
ョ
ウ
〞
で
は
な
く
、〝
く
に
ざ
か
い
〞
と
訓
読
み

直
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
合
の
〈
国
〉
と
は
、
近
代
民
族
国

家
と
し
て
の
国
で
は
な
く
、
日
本
国
内
の
武
蔵

む
さ
し
の

国
・
相
模

さ
が
み
の

国
・

下
総

し
も
ふ
さ
の

国
・
上
総

か
づ
さ
の

国
・
安
房

あ

は

の

国
・
常
陸

ひ
た
ち
の

国
・
下
野

し
も
つ
け
の

国
・
上
野

こ
う
づ
け
の

国
…
…

な
ど
の
〈
国
〉
で
あ
る
。
世
界
地
図
で
大
陸
の
諸
国
家
の
国
境
を
眺

め
る
と
、
し
ば
し
ば
、
地
形
や
民
族
、
言
語
の
分
布
を
無
視
し
て
一

直
線
に
国
境
線
の
線
引
き
を
行
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
然
、
そ
う

い
う
箇
所
は
、
地
域
の
意
思
に
関
係
な
く
、
隣
接
す
る
国
家
意
思
の

判
断
次
第
で
紛
争
の
根
の
芽
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、〝
く
に
ざ
か
い
〞
の
〈
国
〉
の
〈
境
〉
の
ほ
う
も
、
歴
史

的
に
見
る
と
、
揺
れ
動
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
武
蔵
国
と
相
模
国

の
国
の
境
も
、
古
代
史
や
郷
土
史
の
研
究
家
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
今

日
の
東
京
都
町
田
市
の
周
辺
で
相
当
、
入
り
込
ん
で
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
実
際
、
相
模
国
と
武
蔵
国
の
く
に
ざ
か
い
に
沿
っ
て
流
れ

る
、
そ
の
名
も
境
川
の
流
域
を
辿
っ
て
い
け
ば
、
一
目
瞭
然
だ
。

こ
の
境
川
は
東
京
都
町
田
市
相
原
町
大
戸
の
大
地
沢
に
水
源
を
発

し
て
い
る
が
、
そ
の
水
源
近
く
の
神
奈
川
県
相
模
原
市
城
山
町
雨あ

め

降ふ
ら
し

の
付
近
か
ら
東
京
都
側
で
は
町
田
市
鶴
間
と
、
神
奈
川
県
側
で
は

大
和
市
下
鶴
間
の
付
近
ま
で
、
実
に
ジ
グ
ザ
グ
と
い
う
か
凸
凹
の
入

れ
子
状
態
で
東
京
都
と
神
奈
川
県
が
複
雑
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
の
太
閤
検
地
で
、
そ
れ
ま
で
高た

か

座く
ら

川
と

呼
ば
れ
て
い
た
川
を
相
模
国
と
武
蔵
国
に
分
け
た
こ
と
か
ら
境
川
と

命
名
し
、
さ
ら
に
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
四
月
一
日
付
け
で
三

多
摩
地
域
（
武
蔵
国
多
摩
郡
＝
南
多
摩
・
北
多
摩
・
西
多
摩
の
三
郡
。
江
戸
時

代
に
は
多
西
郡
・
多
東
郡
と
い
う
表
記
も
あ
っ
た
）
が
神
奈
川
県
か
ら
東
京

府
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な
入
り
込
ん
だ
状

態
が
引
き
継
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
複
雑
な
都
と

県
の
境
界
は
川
の
流
れ
の
変
化
に
よ
る
も
の
だ
が
、
古
代
の
相
模
国

は
も
う
少
し
現
在
の
東
京
都
側
へ
張
り
出
し
て
い
た
も
の
と
想
像
で

き
る
。
ち
な
み
に
、
両
〝
鶴
間
〞
の
先
（
南
）
の
境
川
は
、
武
蔵
国

側
の
神
奈
川
県
横
浜
市
と
相
模
国
側
の
神
奈
川
県
大
和
市
の
間
を
ぬ

い
な
が
ら
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
相
模
湾
へ
注
い
で
い
る
。

〝
く
に
ざ
か
い
〞
で
は
な
い
が
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
と
の
間
を
分

け
て
い
る
多
摩
川
の
中
・
下
流
域
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え

る
。
た
と
え
ば
、
現
在
の
神
奈
川
県
川
崎
市
側
は
旧
・
武
蔵
国
橘た

ち

樹ば
な

郡
の
、
東
京
都
大
田
区
側
は
同
じ
く
荏
原

え
ば
ら

郡
の
地
域
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
明
治
四
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
現
在
の
川
崎
市
幸

区
と
中
原
区
の
一
部
に
は
荏
原
郡
矢
口
村
・
調
布
村
（
現
・
大
田
区
）

が
入
り
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
摩
川
の
下
流
域
の
、
東
京

特集 海と島の日本・Ⅴ

同
一
の
文
化
圏
・
信
仰
圏
を
形
成
し
て
い
た

多
摩
川
や
鶴
見
川
の
流
域
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府
荏
原
郡
羽
田
村
の
羽
田
浦
（
羽
田
猟
師
町
＝
現
・
大
田
区
羽
田
）
の
漁

民
と
、
神
奈
川
県
橘
樹
郡
大
師
河
原
村
や
稲
荷
新
田
（
ど
ち
ら
も
現
・

川
崎
市
川
崎
区
）
の
漁
民
と
の
間
で
は
、
明
治
九
〜
一
二
年
、
何
度
か

の
小
競
り
合
い
や
、
時
に
は
血
み
ど
ろ
の
争
い
も
生
じ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
双
方
は
互
い
に
漁
場
を
共
有
し
、
仲
間
意
識
を
持
っ
て
漁
撈

に
従
事
し
て
い
た
の
に
、
で
あ
る
。
国
内
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
近

代
国
家
の
登
場
に
よ
っ
て
、
海
の
境
界
の
帰
属
が
地
域
に
も
及
ん
で

き
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
荏
原
郡
不
入
斗

い
り
や
ま
ず

（
現
・
大
田
区
大
森
北
の
周
辺
）
か
ら
橘

樹
郡
子
安
浦
（
現
・
横
浜
市
神
奈
川
区
）
に
か
け
て
の
沿
岸
漁
村
で
は
、

共
同
入
会
漁
場
と
し
て
の
〝
浦
〞
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
（『
大

田
区
史
（
下
巻
）』
平
成
八
年
）
。
そ
れ
が
明
治
四
年
一
一
月
一
四
日
の

東
京
府
と
神
奈
川
県
の
設
立
に
よ
っ
て
、
多
摩
川
が
そ
れ
ま
で
の
若

干
曖
昧
な
郡
境
か
ら
府
県
境
へ
と
性
格
を
変
え
た
こ
と
で
、
オ
カ

（
陸
）
で
は
な
く
海
面
で
の
〝
領
域
〞
意
識
が
噴
出
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
川
の
延
長
上
の
海
面
に
、
目
に
は
見
え
な
い
〝
境
〞
を

想
定
す
る
こ
と
を
、
府
県
の
意
思
と
し
て
の
水
産
行
政
が
強
い
た
か

ら
で
あ
る
。

け
だ
し
、
川
は
も
と
も
と
、
文
化
を
育
む
担
い
手
で
あ
っ
た
。
多

摩
川
両
岸
の
地
名
を
見
て
い
く
と
、
布
田

ふ

だ

・
和
泉

い
づ
み

（
神
奈
川
県
川
崎
市

多
摩
区
、
東
京
都
調
布
市
）
、
宇
奈
根
・
瀬
田
・
野
毛
（
川
崎
市
高
津
区
、

東
京
都
世
田
谷
区
）、
等
々
力

と

ど

ろ

き
（
川
崎
市
中
原
区
、
世
田
谷
区
）、
沼
部
・
丸

子
（
中
原
区
、
大
田
区
）
な
ど
、
共
通
の
地
名
が
点
在
し
て
い
る
。
天

明
期
を
代
表
す
る
狂
歌
師
・
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る
蜀
山
人

し
ょ
く
さ
ん
じ
ん

大
田
南な

ん

畝ぼ

（
一
七
四
九
〜
一
八
二
三
）
の
紀
行
文
『
調
布
日
記
』
を
読
む
と
、

多
摩
川
の
両
岸
は
ま
さ
に
一い

ち

衣い

帯た
い

水す
い

の
同
一
文
化
圏
だ
っ
た
様
子
が

し
の
ば
れ
る
。

こ
の
『
調
布
日
記
』
は
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
の
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
関
東
地
方
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
、
多
摩
川
流
域
の
あ
ち
こ

ち
で
堤
が
破
れ
て
大
水
と
な
り
、
そ
の
決
壊
箇
所
の
補
修
工
事
と
点

検
の
吟
味
役
と
し
て
、
そ
の
年
の
暮
れ
の
一
二
月
一
六
日
か
ら
あ
く

る
六
年
四
月
三
日
ま
で
、
幕
臣
の
大
田
直
次
郎
が
見
回
っ
た
と
き
の

日
記
で
あ
る
。
現
在
の
ガ
ス
橋
よ
り
下
流
の
地
域
は
、
実
は
、
あ
る

種
の
〝
水
郷
〞
で
、
大
田
南
畝
は
し
ば
し
ば
舟
で
往
き
来
を
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
今
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
昭
和
二
〇
年

代
ま
で
大
田
区
池
上
で
使
わ
れ
て
い
た
「
ひ
ゃ
っ
こ
い
」（「
冷
た
い
」

の
意
）
と
い
う
語
は
、
多
摩
川
流
域
の
方
言
で
あ
る
。

川
の
流
域
が
一
つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
る
事
実
は
、
神
社
の

分
布
か
ら
も
仄
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
境
川
と
同
じ
く
、
や
は
り
東

京
都
町
田
市
（
上
小
山
田
町
）
に
水
源
を
発
し
、
川
崎
市
麻
生
区
、
横

浜
市
青
葉
区
、
同
緑
区
と
都つ

筑づ
き

区
の
間
、
港
北
区
、
鶴
見
区
と
川
崎

市
幸
区
の
間
を
流
れ
て
東
京
湾
に
注
ぐ
鶴
見
川
の
流
域
だ
け
に
〝
杉

山
神
社
〞
が
四
八
社
も
点
在
す
る
。
そ
の
う
ち
の
数
社
は
『
延
喜
式
』

神
名
帳
の
「
武
蔵
国
都つ

筑つ
き

郡
　
杉
山
神
社
」
の
論
社
と
さ
れ
て
い
る

が
、
四
八
社
の
分
布
を
見
る
と
、
神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
一
四
社
、

同
港
北
区
九
社
、
同
保
土
ヶ
谷
区
六
社
、
同
神
奈
川
区
四
社
、
同
南
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区
二
社
、
同
鶴
見
区
二
社
、
同
西
区
一
社
、
川
崎
市
四
社
、
東
京
都

町
田
市
五
社
、
同
稲
城
市
一
社
で
あ
る
。
郡
名
か
ら
見
る
と
、
都
筑

郡
、
橘
樹
郡
、
多
摩
郡
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、

支
流
も
含
め
た
、
鶴
見
川
の
流
域
だ
け
に
分
布
す
る
、
い
わ
ば
地
域

限
定
の
神
社
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
川
の
流
域
は
ほ
ん
ら
い
、
同
じ

信
仰
圏
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

河
川
は
し
ば
し
ば
ク
ニ
（
国
）
・
ア
ガ
タ
（
縣
）
・
コ
ホ
リ
（
郡
）

の
〈
境
〉
を
形
成
す
る
が
、
そ
の
境
は
川
の
流
れ
の
変
化
や
、
上
流

域
か
ら
流
出
す
る
土
砂
の
下
流
域
で
の
堆
積
で
洲
が
形
成
さ
れ
る
と
、

そ
の
シ
マ
の
帰
属
が
問
題
と
な
る
。
い
や
、
河
川
じ
た
い
が
流
れ
の

変
化
や
、
地
域
の
経
済
状
況
や
権
力
の
変
動
に
よ
っ
て
異
動
す
る
。

そ
の
一
つ
の
典
型
が
〝
両
国
〞
と
い
う
地
名
に
表
れ
て
い
る
。

こ
の
「
両
国
」
と
い
う
地
名
は
、
東
京
都
墨
田
区
の
南
西
端
の
、

隅
田
川
に
接
す
る
地
帯
に
残
っ
て
い
る
。
墨
田
川
を
挟
ん
で
、
そ
の

対
岸
の
中
央
区
東
日
本
橋
も
、
昭
和
四
六
年
ま
で
「
両
国
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
両
国
の
地
名
は
、
隅
田
川
が
武
蔵
国

と
下
総
国
の
境
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
戸
の
〝
川
向
こ
う
〞
の
下
総
国
葛
飾

か
つ
し
か

郡
の
ほ
と
ん
ど

は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
武
蔵
国
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
隅
田

川
の
両
岸
が
、
江
戸
時
代
の
港
湾
と
し
て
利
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

旧
名
「
両
国
」
の
現
「
東
日
本
橋
」
の
北
側
の
、
隅
田
川
沿
い
の
台

東
区
に
「
蔵く

ら

前ま
え

」
と
い
う
地
名
が
あ
る
が
、
そ
こ
は
江
戸
時
代
の
港

湾
の
倉
庫
街
だ
っ
た
こ
と
か
ら
発
し
た
地
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
港
湾
は
実
は
シ
マ
（
洲
・
島
）
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

墨
田
区
に
は
隅
田
川
に
接
し
て
、
向
島

む
こ
う
じ
ま

、
そ
の
北
側
に
は
東
向
島
、

東
側
に
は
京
島
と
い
う
島
地
名
が
三
つ
あ
る
。
地
図
を
見
て
も
ら
え

ば
わ
か
る
が
、
墨
田
区
は
隅
田
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
三
角
州
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
墨
田
区
の
南
側
に
広
が
る
江
東
区
に

は
、
石
島
・
永
代

え
い
た
い

・
越
中
島
・
扇
橋
・
大
島
・
猿
江
な
ど
の
、
江
戸

時
代
の
初
め
に
は
島
だ
っ
た
と
想
わ
れ
る
地
名
も
残
っ
て
い
る
。
ま

た
、
亀
戸

か
め
い
ど

（
現
・
江
東
区
、
昔
は
葛
飾
郡
）
も
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

に
よ
れ
ば
、「
往
古
当
所
は
海
中
の
孤
島
に
し
て
、
其
形
ち
亀
に
似

た
る
を
も
て
亀
島
と
呼
び
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
辺
り
も
島
だ
っ

た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、〈
古
代
〉
へ
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
す
れ
ば
、

墨
田
区
・
江
東
区
の
地
域
の
ほ
と
ん
ど
は
〈
海
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
よ
り
も
、
古
代
の
下
総
国
葛
飾
郡
の
地
域
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
島
の
集
合
体
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
最
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
名
も
〝
大
島
郷
〞
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
正
倉
院
御
物
の
『
養
老
五
（
七
二
一
）
年
下
総
國

葛
餝
郡
大
嶋
郷
戸
籍
』
に
登
場
す
る
〝
大
嶋
郷
〞
で
、
現
存
す
る
古

代
戸
籍
の
中
で
は
、
最
も
一
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
、
と
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
歴
史
文
献
と
し
て
の
戸
籍
で
あ
る
。

こ
の
大
島
郷
は
、
現
在
の
東
京
都
葛
飾
区
の
小
岩
（
新
小
岩
・
東
新
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小
岩
・
西
新
小
岩
、
た
だ
し
隣
接
す
る
江
戸
川
区
に
も
北
小
岩
・
西
小
岩
・
南

小
岩
・
東
小
岩
が
あ
る
）
・
柴
又
・
水
元
に
比
定
さ
れ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。『
葛
飾
区
史
　
上
巻
』（
昭
和
四
五
年
）
の
一
七
六
〜
二
五
六
ペ

ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
大
島
郷
の
総
人
口
は
一
三
〇
戸
、
一
一
九
一
人

（
男
五
〇
九
人
、
女
六
八
二
人
）
だ
っ
た
。
甲
和

こ

う

わ

・
嶋し

ま

俣ま
た

・
仲
村
の
三
つ

の
里
（
邑
＝
村
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
甲
和
里
が
四
四
戸
、
四

五
四
人（
男
一
八
九
人
、
女
二
六
五
人
）、
嶋
俣
里
が
四
二
戸
、
三
七
〇
人

（
男
一
六
五
人
、
女
二
〇
五
人
）、
仲
村
里
が
四
四
戸
、
三
六
七
人（
男
一
五

五
人
、
女
二
一
二
人
）と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
所
縁
の
柴
又
は
、
室
町
中
期
の

応
永
五
（
一
三
九
八
）
年
の
時
点
で
「
島
俣
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
柴
俣
・
柴
亦
・
芝
亦
・
芝
又
な
ど
の
表
記
を

経
て
現
在
の
「
柴
又
」
に
落
ち
着
い
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、「
甲
和
」
は
カ
ハ
（
川
・
河
）
ワ
（
輪
）
の
意
で
、
四
方
を

川
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
、
一
種
の
〝
輪
中
〞
地
形
か
ら
生
じ
た
も
の

ら
し
い
。
そ
の
カ
ハ
ワ
が
コ
ー
ワ
へ
と
音
韻
変
化
し
、
さ
ら
に
、
コ

イ
ワ
（
小
岩
）
に
な
っ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
古

代
の
時
点
で
は
、
ま
さ
に
、
海
や
河
川
に
囲
ま
れ
た
島
々
の
集
合
体

と
し
て
の
〈
大
嶋
〉
郷
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
地
図
を
見
れ
ば
、
推

定
〈
大
島
郷
〉
は
、
江
戸
川
・
中
川
・
荒
川
に
囲
ま
れ
た
地
形
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
柴
又
帝
釈
天
の
近
く
の
〝
矢
切

の
渡
し
〞
で
渡
し
舟
に
乗
っ
て
荒
川
を
越
え
て
〝
下
総
国
〞
へ
入
れ

ば
、
伊
藤
左
千
夫
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
三
）
の
『
野
菊
の
墓
』
の
舞

台
と
な
っ
た
千
葉
県
松
戸
市
中
矢
切
で
あ
る
。

実
は
、
葛
飾
郡
は
茨
城
県
の
利
根
川
の
近
く
ま
で
延
び
て
い
る
。

茨
城
県
古
河
市
に
近
い
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
や
幸
手
市
は
、
江

戸
時
代
に
は
武
蔵
国
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
も
と
も
と
は

下
総
国
で
あ
る
。
こ
の
杉
戸
町
（
江
戸
時
代
は
葛
飾
郡
幸
手
領
杉
戸
宿
）

に
は
古
利
根
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
今
で
も
天
神
島
・
茨
島

ば
ら
じ
ま

・
大
島

の
地
名
（
自
然
村
）
が
残
っ
て
い
る
。

千
葉
県
北
西
部
の
印い

ん

旛ば

沼
（
下
総
國
印
播
郡
）
は
古
代
の
香
取
海

か
と
り
の
う
み

の

名
残
り
だ
が
、
現
在
の
茨
城
県
の
霞
ヶ
浦
・
北
浦
が
一
つ
の
流う

海み

と

し
て
外
海
（
鹿
島
灘
）
と
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
ろ
の
、
下
総
國
葛
餝

郡
は
い
た
る
所
で
「
島
」
地
形
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

人
が
住
む
、
そ
う
し
た
「
島
」
に
は
、
ミ
ナ
ト
（
あ
る
い
は
津
）
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、『
万
葉
集
』
巻
三
に
は
山
部
宿
禰
赤
人

や
ま
べ
の
す
く
ね
あ
か
ひ
と

が
勝
鹿
（
葛
飾
）

の
真
間
娘
子

ま

ま

の

を

と

め

（
手
児
名

て

こ

な

）
の
こ
と
を
詠
っ
た
長
歌
一
首
と
反
歌
二
首

が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
反
歌
の
う
ち
の
一
首
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

●

葛
飾
の
眞
間
の
入
江
に
う
ち
な
び
く
玉た

ま

藻も

刈
り
け
む
手て

皃こ

名な

し

思
ほ
ゆ
（
歌
謡
番
号
四
三
三
）

島
の
存
在
が
鍵
を
握
る

「
境
界
」の
本
質
解
明
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ま
た
、
同
じ
く
巻
一
四
に
も
真
間
の
浦
を
詠
っ
た
東

あ
づ
ま

歌う
た

が
載
っ

て
い
る
。

葛
飾
の
眞
間
の
浦う

ら

廻み

を
漕
ぐ
船
の
船ふ

な

人び
と

騒
ぐ
波
立
つ
ら
し
も

（
歌
謡
番
号
三
三
四
九
）

〔
以
上
二
首
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
岩
波
書
店
〕

●

ち
な
み
に
、
葛
飾
の
真
間
と
は
千
葉
県
市
川
市
真
間
の
こ
と
で
、

そ
こ
に
は
美
少
女
テ
コ
ナ
を
祀
っ
た
手て

児こ

奈な

霊
堂
（
日
蓮
宗
真
間
山
弘

法
寺
）
が
あ
る
。
そ
の
辺
り
が
古
代
は
船
が
寄
り
付
く
〈
浦
〉
だ
っ

た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
大
系
本
の
「
注
」
に
よ
れ
ば
、「
浦
廻
」
と

は
「
彎
曲
し
た
浦
」
の
こ
と
だ
が
、
手
児
奈
霊
堂
の
す
ぐ
前
（
南
側
）

に
は
川
が
あ
っ
て
「
彎
曲
し
た
浦
」
が
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
背
後

（
北
側
）
の
台
地
（
市
川
市
国
府
台
）
に
は
下
総
国
分
寺
と
同
尼
寺
の
跡

が
あ
り
、
下
総
国
の
国
府
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
葛
飾
の
真
間
」
の
「
入
江
」「
浦
廻
」
は
下
総
国
府
の

湊
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
手
児
奈
霊
堂
の
西
一
・
五
キ
ロ

の
地
点
は
東
京
都
江
戸
川
区
の
小
岩
地
区
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
下

総
国
葛
飾
郡
大
島
郷
と
は
隣
接
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

手
児
奈
は
浅
い
海
に
潜
っ
て
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
和
布

わ

か

め

を
刈
っ
た

海
女
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
想
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
ま
ま
」
と
は

「
ほ
と
ん
ど
垂
直
な
傾
斜
地
。
が
け
」（
広
辞
苑
）
の
こ
と
で
、
葛
飾

の
真
間
の
背
後
に
あ
る
国
府
台

こ
う
の
だ
い

は
明
ら
か
に
島
の
形
状
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
川
・
海
・
島
・
ミ
ナ
ト
は
連
続
的
に
考

察
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
わ
が
国
の
よ
う
に
、

四
方
を
海
で
囲
ま
れ
た
弧
状
列
島
に
お
い
て
は
、
海
岸
線
は
あ
る
種

の
「
国
境
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ほ
ん
と
う
は
目
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
外
海
に
浮
か
ぶ
離
島
に
つ
い
て
も
言
え

る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
島
を
抜
き
に
し
て
、
ク
ニ
・
ア

ガ
タ
・
コ
ホ
リ
の
境
も
、
国
境
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
は
古
代
史
を
考
察
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
し
ば
ら
く
律
令
制
に
お
け
る
〈
国
〉
に
つ
い
て
見
て
お

き
た
い
。
わ
が
国
は
六
六
の
〈
国
〉
と
、〈
国
〉
と
同
格
の
二
つ
の

〈
嶋
〉
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
島
で
国
を
形
成
し
て

い
た
の
は
淡
路
国
（
淡
路
島
）
と
佐
渡
国
（
佐
渡
島
）
で
あ
る
。
そ
し

て
、
壹
岐
嶋
（
伊
吉
嶋
）
と
對
馬
嶋
（
津
嶋
）
が
〈
国
〉
と
同
格
の

〈
嶋
〉
だ
っ
た
。
ほ
か
に
、「
律
令
制
」
以
前
に
「
国
造

く
に
の
み
や
つ
こ」

が
置
か
れ

て
い
た
島
と
し
て
、「
大
嶋
」（
周
防
国
に
吸
収
）
と
、
現
在
の
屋
久

島
・
種
子
島
か
ら
成
る
「
多た

ね

嶋し
ま

」（
の
ち
馭
謨
ご

む

郡
と
し
て
大
隅
國
に
吸
収
）

が
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
成
立
後
の
島
は
、

〈
国
〉
よ
り
も
低
く
見
ら
れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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し
か
し
、
わ
が
弧
状
列
島
で
離
島
を
最
も
多
く
抱
え
る
九
州
で
は
、

壱
岐
・
対
馬
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
國
よ
り
も
嶋
の
ほ
う
が
際
立

っ
て
い
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
よ
れ
ば
、

九
州
（
正
確
に
は
「
西
海
道
」）
に
は
、
一
〇
七
座
の
神
（
大
三
八
座
、
小

六
九
座
）
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
壹
岐
嶋
二
四
座
（
大
七
座
、
小
一
七
座
）、

對
馬
嶋
二
九
座
（
大
六
座
、
小
二
三
座
）
と
、「
嶋
」
だ
け
で
全
体
の
四

九
・
五
％
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
来
の
九
州
に

属
す
る
筑
前
國
宗
像

む
な
か
た

郡
・
宗
像
神
社
三
座
（
並
名
神
大
）
の
う
ち
二
座

（
沖
ノ
島
・
大
島
）、
同
糟
屋

か

す

や

郡
・
志し

加か

海う
み

神
社
三
座
（
並
名
神
大
）
＝
志

賀
島
、
肥
前
國
松
浦
郡
・
田
嶋
坐
神
社
（
名
神
大
）
＝
加
部
島
、

志
志
岐

し

じ

き

神
社
＝
平
戸
島
、
大
隅
國
馭
謨
郡
・
益や

救く

神
社
＝
屋
久
島
は

〈
島
〉
の
神
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
九
州
全
体
の
五

七
％
が
〈
島
〉
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
う
な
ら
ば
、
本
来
、

〈
嶋
〉
の
ほ
う
が
、〈
國
〉
よ
り
も
祭
祀
上
で
重
視
さ
れ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
九
州
」

と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
九
州
の
「
州
」
は
シ
マ
で
は
な
く
ク
ニ
の

意
だ
が
、
そ
れ
は
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
日
向
・
肥
前
・
肥

後
・
大
隅
・
薩
摩
の
九
國
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
筑
紫
國
と
い
う
語

も
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
九
州
の
古
称
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
は

九
州
の
長
崎
県
に
属
し
て
い
る
壱
岐
・
対
馬
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、

西
海
道
に
属
し
て
い
る
も
の
の
、
九
州
と
は
別
個
の
独
立
し
た
地
域

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実
は
、「
九
州
」
成
立
の
以
前
は
大
き
く
分
け
る
と
、
筑
紫
国
・

豊
と
よ
の

国
（
豊
前
・
豊
後
）
・
火ひ

の

国
（
肥
前
・
肥
後
）、
さ
ら
に
ハ
ヤ
ト
（
大

隅
・
薩
摩
。
日
向
は
中
立
地
帯
か
）
の
四
地
域
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
ら

し
い
。
ま
た
、『
先せ

ん

代だ
い

旧く

事じ

紀き

』
の
「
国こ

く

造ぞ
う

本ほ
ん

紀ぎ

」
に
よ
れ
ば
、
豊

前
国
に
は
宇
佐
国
、
豊
後
国
に
は
国
前
国
・
比
多
国
・
大
分
国
、
肥

菅田
すが た

正昭
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前
国
に
は
米
多
国
・
松
津
国
・
末
羅
国
・
葛
津
国
、
肥
後
国
に
は
阿

蘇
国
・
葦
北
国
・
天
草
国
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

九
州
（
西
海
道
）
は
最
低
で
も
一
五
〈
國
〉、
三
〈
嶋
〉
で
形
成
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

国
造
時
代
の
「
国
境
」
は
郡
（
あ
る
い
は
縣
）
境
に
相
当
す
る
が
、

多
く
の
場
合
、
そ
こ
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
海
に
面
し

た
下
流
域
に
は
島
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
ミ
ナ
ト
も
設
置
さ
れ

て
い
た
と
想
わ
れ
る
。《
島
国
》
日
本
の
国
境
を
考
え
る
と
き
、
島

と
港
と
船
を
無
視
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

日
本
人
に
は
本
来
、《
国
境
》
が
視
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
向
こ
う
側
は
常
世
・
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
だ
っ
た
。

港
湾
技
術
者
の
新
井
洋
一
氏
は
『
港
か
ら
の
発
想
』（
新
潮
選
書
、

一
九
九
六
）
の
中
で
、
隅
田
川
の
「
川
向
こ
う
」
の
、「
川
向
こ
う
」

空
間
と
し
て
の
海
上
に
「
新
た
な
文
化
の
場
を
創
世
し
よ
う
す
る
試

み
」
を
提
言
（
一
五
八
〜
九
ペ
ー
ジ
）
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
海

上
の
視
え
な
い
「
国
境
」
を
考
え
る
と
き
に
も
適
応
で
き
る
。
い
わ

ゆ
る
「
川
向
こ
う
」
と
は
〈
此
岸
〉
に
対
す
る
〈
彼
岸
〉
で
あ
り
、

弧
状
列
島
の
住
民
に
と
っ
て
は
〈
常
世
〉
で
も
あ
る
。
ウ
ッ
ナ
ー
の

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
も
、
ヤ
マ
ト
ゥ
の
常
世
も
、
単
な
る
空
想
の
産
物
で

は
な
く
、
本
来
、
現
実
感
の
あ
る
空
間
で
あ
っ
た
。〈
此
岸
〉と
し
て

の
海
岸
線
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
彼
岸
〉と
し
て
の

〈
国
境
〉
を
掴
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

■

特集 海と島の日本・Ⅴ


